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議事録

日時：平成２８年５月２７日（金）　１８：３０～２０：１５
場所：日本武道館大会議室
出席者：佐藤成明会長　廣永茂樹　戸賀崎正道　栗原正治副会長
　　　　内田康介卒業生幹事長　吉村哲夫卒業生総務副委員長　篠京之　藤野靖太郎卒業生総務委員
　　　　坂西貴司卒業生財務副委員長　吉田正彦卒業生財務委員
　　　　前田勝卒業生事業委員長　金成増彦　竹村慎也　谷秀俊　市村麻美子卒業生事業委員
　　　　浅野誠一郎卒業生指導委員長　八木沢誠卒業生指導副委員長
　緒方和彦　内野尚美卒業生指導委員
　　　　香田郡秀卒業生審判委員長　林田光弘卒業生審判副委員長　大山孝治卒業生審判委員
　　　　内藤常男卒業生監事
　　　　

学生出席者：古川圭太学生幹事長
　　　　　　齋藤浩也学生総務委員長　　　岡田和真学生財務委員長　　　
　　　　　　森　瑛磨学生事業委員長　　　水元光正学生審判委員長　
　　　　　　大田尚奈学生総務委員　　　　横田龍之介学生総務委員　
　　　　　　野地正護学生財務委員　　　　高橋悠太郎学生審判委員　　

　　
定刻、内田卒業生幹事長が開会を宣した後、佐藤会長の挨拶があり、次いで本日の議事を進行した。


【報告事項】
1.平成２８年度関東学生剣道セミナー報告
　古川学生幹事長より、配付資料に基づき、平成28年度第11回関東学生剣道セミナーについての報告がなされた。今年は参加者が部屋で騒いでいたためオリンピックセンターからの注意を受けたこともあり、次回以降学連側の注意を徹底すべきであるとの補足説明がなされた。

2.平成２８年度（第５１回）全剣連剣道東日本中央講習会参加について
　齊藤学生総務委員長より、配付資料に基づき、平成28年度（第51回）全剣連剣道東日本中央講習会参加についての説明がなされた。また、内田卒業生幹事長より、今回の講習会では浅野誠一郎先輩が参加者として出席したとの補足説明がなされた。栗原副会長より、この講習会で変更された事項があれば東京都学生剣道クラブ主催の講習会前に周知してもらいたいと要請があった。

3.春季二大会結果報告
　齊藤学生幹事長より、配付資料に基づき、第62回関東学生剣道選手権大会及び第48回関東女子学生剣道選手権大会の結果報告がなされた。試合時間について、第62回関東学生剣道選手権では、終了時間が前年度の大会よりも１時間遅れており、これについては試合数は昨年度と同じものの、延長の試合が増えたこと、更に全日決定戦が４試合増えたことなども原因として考えられるとの説明がなされた。第48回関東女子学生剣道選手権大会は、終了時間が昨年度と同じであり、これについては延長が増えたものの、際立って長い試合は無く、時間内で勝敗決定する試合が多いことが原因であり、二大会とも運営進行上のタイムロスはなかったとの説明がなされた。栗原副会長より、55分ロスタイムが見られる会場もあるがこれは昨年度も同じであるかどうかとの質疑がなされ、これに対し、齊藤学生総務委員長より、試合移動の関係で昨年度も同様にロスタイムがあったとの説明がなされた。

4.春季二大会規格外竹刀報告
　古川学生幹事長より、配付資料に基づき、春季二大会規格外竹刀の報告がなされた。年々規格外竹刀が増加傾向にあり、内訳として先細で不合格が約2倍増になっているとの説明がなされた。また、検査に立ち会っていた浅野卒業生指導委員長、内野卒業生指導委員より、隙間で不合格となる竹刀が多かったとの報告がなされた。栗原副会長より、資料から見ると竹破損が多く、検査に出す前に気づくはずなのではとの提言がなされた。佐藤会長より、最近では自分で手入れをしないため事故に繋がるのではないか懸念されるとの提言がなされ、前田卒業生事業委員長より、選手以外の学生が検査に来ることから、学生の意識が低いとの提言がなされた。廣永副会長より、返却時に監督同伴なしの大学をリストアップした後の対処もしていくべきとの提言がなされ、内田卒業生幹事長より、対処する意向であるとの説明がなされた。

5.春季二大会監督会議及び警備報告
 　古川学生幹事長より、配付資料に基づき、春季二大会監督会議及び警備報告の説明がなされた。警備報告に関して内田卒業生幹事長より、日本武道館東口外の喫煙場所は武道館職員及び業者等使用のため閉鎖はできない。また公園駐車場トイレ周辺等の喫煙は公園管理人と武道館の職員が連続で発見しており、今後対処法を考えていかなければならないとの提言がなされた。

6.春季二大会反省
　古川学生幹事長より、配付資料に基づき、春季二大会反省の報告がなされた。また、女子大会で盗難が発生したことに関して、廣永副会長より、警備にも限界があるため個人の責任で対応すべきであるとの提言がなされた。佐藤会長より、昭和館横で学生がたばこを吸っており、警備範囲を拡大する必要があるのではとの提言がなされた。
　
7.春季男子選手権大会不正竹刀使用について
　古川学生幹事長より、配付資料に基づき、春季男子選手権不正竹刀使用とその処置についての説明がなされた。佐藤会長より、改めて部長・監督に「厳重注意」した。その際に、女子大会自粛の申し出があり、強制的に女子大会を辞退させたわけではないとの補足説明がなされた。内田卒業生幹事長より、指導を徹底、強化する必要があるとの提言がなされた。


【審議事項】
1.平成２８年度全日本学生・女子学生剣道選手権大会実施要項・日程等について
 　 井内学生総務委員より、配付資料に基づき、第64回全日本学生剣道選手権大会、第50回全日本女子学生剣道選手権大会、第63回全日本学生剣道東西対抗試合、第10回全日本女子学生剣道東西対抗試合の実施要項について説明がなされた。大会日程に関して内田卒業生幹事長より、全日第2回常任理事会は１日目女子大会終了後に行う予定である。また、今回は全日本学連剣友会の稽古会・懇親会は行われないとの説明がなされた。
　
2.東西対抗試合出場選手について
　森学生事業委員長より、配付資料に基づき、男子と女子の東西対抗試合出場選手についての説明がなされ、これを了承した。
　
3.日韓交流親善試合について
　森事業委員長より、配付資料に基づき、日韓交流学生剣道親善試合の説明がなされた。内田卒業生幹事長より、選手選考にあたっては、全剣連強化委員会から、現在強化選手である関東連盟所属の男子５名については、選考の対象から外してほしいとの文書による協力依頼があり、これを考慮し、選手から除外してあるのでご審議いただきたい旨説明がなされた。これに対し佐藤会長より、関東連盟の選手から除外された強化選手が当日強化練習を行っている会場で日韓親善試合を行うのは、韓国側に不信感を与えるのではとの提言がなされた。また、内田卒業生幹事長より、全剣連側からは強化練習は前日9日で終わり、試合当日は見学の申し出があるとの報告がなされた。また、香田卒業生審判長より、女子の強化選手の出場はどうかとの質疑がなされ、これに対し、内田卒業生幹事長より、女子強化選手については対象外の協力依頼はなかったとの説明があった。栗原副会長より、来年以降はこの全剣連強化選手を対象外とすることに関しては検討を要するとの提言がなされた。次いで内田卒業生幹事長より、出場選手（案）、日程（案）、式次第（案）について諮ったところ、異議なくこれを承認した。

4.日中交流親善使節団について
　森学生事業委員長より、配付資料に基づき、日中交流使節団についての説明がなされた。団員は、佐藤成明会長を団長に卒業生役員5名、学生30名、総員35名で構成する。期間は平成28年7月15日（金）から19日（火）までの５日間。中国蘇州市、上海市で交流親善試合と稽古会を行う予定である。なお、日程１日目の7月15日の17：00の専用車が徒歩に変更されると述べた後、団員、日程（案）について、異議なくこれを承認した。

5.監督会主催「錬成会」講話講師の派遣について
　内田卒業生幹事長より、配布資料に基づき、関東連盟加盟大学の監督で構成されている監督会から関東連盟へ監督会主催「錬成会」の開催における講話講師の派遣依頼があった。期日は平成28年8月30（女子）・31（男子）日（土・日）の2日間で、講話は男・女各大会の開会式後の30分程度の予定である。本件は、今回初めての依頼であるため講話講師派遣について諮りたいとの説明がなされた。栗原副会長より、どのくらいの大学が参加しているのかとの質疑がなされ、これに対し、緒方卒業生指導委員より、全加盟大学に案内を送っており、そのうち約60校が参加しているとの説明がなされた。戸賀崎副会長より、連盟から推薦し、大会の諸注意を行うにあたって監督とのコミュニケーションも重要になり、積極的に派遣すべきであるとの提言がなされた。また内田卒業生幹事長より、学生のあり方を主眼として講話をするとの補足説明がなされた。緒方卒業生指導員より、関東優勝大会に出場する選手が錬成会に参加するため関東連盟から講師を招きたいとの趣旨である。吉田卒業生財務委員より、派遣する場合の留意点として試合直前の内容、方針と同様の内容を講話で話す必要があるとの提言がなされた。また篠卒業生総務委員より、この講話は連盟理解のための良いきっかけになるため依頼を受けてはどうかとの提言がなされた。浅野卒業生指導委員長より、昨年の講話会での指導が参加者から高評価だったことから連盟として派遣することに賛成するとの提言がなされた。佐藤会長より、監督会はプライベートの組織ではあるものの連盟の考え等を理解する機会になるのであれば賛成であるとの提言がなされた。廣永副会長より、この講話会に学生も参加しているというところが重要であるとの提言がなされた。栗原副会長より、平日監督が参加することは難しいため、学生に話す観点で講話を行っていくことになるとの提言がなされた。内田卒業生幹事長より、関東連盟として選手や学生に講習を行うのは、関東学生剣道セミナーのみであり、その機会を増やすということでは講師を派遣する意味があると述べた後、講話講師派遣について賛否を問うたところ、異議なくこれを承認した。次いで、派遣講師については、これまで各大会の審判長を務めている井島章先輩に依頼することとなった。

6.平成29年度関東学生剣道セミナー「日程・会場」について
　古川学生幹事長より、配付資料に基づき、平成29年第12回度関東学生剣道セミナー「日程・会場」については、平成29年２月19日（日）から21日（火）までの3日間、国立オリンピック記念青少年総合センターで開催する旨説明がなされ、これを承認した。

7.平成29年度全日本武道館・東京武道館利用日程について
　古川学生幹事長より、配付資料に基づき、平成29年度大会日程（案）に則り、会場利用申請を行う旨説明がなされた。内田卒業生幹事長が、来年度は女子大会も第一希望を日曜日で申請することを提案し、これを承認した。

8.その他
（１）森学生事業委員長より、配付資料に基づき、平成23年度から27年度までの５年間の女子新人戦選手登録人数別大学数の説明がなされた。また、調査によると3人での出場校が増加しており、また31校は出場していない状況が読みとれる。この調査は今後も継続していく旨説明がなされた。内田卒業生幹事長より、女子大会の参加の実態調査の中間報告であり、近年中に実行するということではないとの補足説明がなされた。
（２）内田卒業生幹事長より、熊本義援金についての全日方針の報告がなされた。
　全日本学生剣道連盟は、熊本義援金として九州連盟へ80万円、全日本剣道連盟へ20万円、合計100万円を拠出する方針である。拠出にあたっては九州連盟を除く加盟大学登録部員から1人あたり50円の義援金を募る予定である。

　今後の予定
　6月21日（火） 東西対抗試合・日韓親善試合合同結団式
　7月4日（月）　日中交流使節結団式
　7月27日（水） 第３回常任幹事会
　8月２日（火）　秋季二大会実行委員会
　
最後に佐藤会長より挨拶がなされた。以上で本会議のすべてを終了し、閉会した。
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議事録作成日：平成２８年５月２７日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議事録作成者：学生総務委員　大田尚奈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議事録確認者：卒業生幹事長　内田康介
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　




